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として作られた歌詞楽曲ではないかと思われ
る。樂府が設けられてからの百年と言う年月
は，こうした変化を起こしていくには決して短
すぎる年月ではない。こうした曲が，儒教的伝
統を重んじる当時の為政者たちの意に染まらな
かったのは当然である。つまりこうした漢民族
の伝統的な四言句的，四言詩的リズムの音楽文
化とは全く異なった音楽文化，いってみれば現
代のトルコなどを含めた中東地域でよく踊られ
ている「ベリーダンス」までは行かないにして
も，それに近い音楽舞踏文化は，儒学を国是と
して，ほぼ二百年続いてきた漢王朝の支配層，
つまり哀帝を中心とした上層部には馴染みきれ
ず，到底受け入れがたかったに違いない。これ
が樂府廃止の本当の理由ではなかろうか。
　ムハンマドが唱えたイスラム教が，サラセン
帝国で成立するのは七世紀になってからであ
る。西アジアでの，あの激しいリズムと舞踏
は，イスラム教成立の前から存在していた。そ
れは西アジア，中東のいわば土着の文化であっ
た。それが漢民族に受け入れられるようになる
のもやはり七世紀，唐という，強大な胡漢混淆
文化が成立してからの事である。李白や白楽天
が愛した「胡旋舞」は，残念ながら漢代文化の
中では，入口を少し入ったところで，もう外に
押し出されてしまったのであった。
注
１）『古事記・上巻』須佐之男命の大蛇退治の条。
　　『日本書紀・神代上』第八段，素戔嗚尊の条，双
行小書き部分。
２）『日本書紀・神武天皇即位前紀』，『古事記・中巻』
神武天皇東征の条。
３）『古詩源・巻Ⅰ』
４）『帝王世紀』一巻，晋，皇甫謐撰
５）『古詩源・巻Ⅰ』
６）現代中国読書人も，詩を作る時は周囲の人に吟
じて，聞かせながら作ることが多い。
７）北狄とは，匈奴を中心として，高車，丁令，鉄
勒など，漢民族より北方，西方に居住する諸民
族を指す。
８）黄帝，嗤尤は『史記・五帝本紀』に記す。
９）『樂府詩集・第一巻』
10）紀元四世紀の『魏書・高車傳』に見える「袁紇」
が，ウイグル族の，最初の漢訳語である。つま
り高車，袁紇，後の韋紇，回紇，回鶻，畏兀兒
は，一応現代中国語で言う，「維吾爾」即ちウイ
グルを指しているものとされている。
　　《維吾爾族簡史》編写組『維吾爾族簡史』1991年
新疆人民出版社　に詳説あり。
11）現在謂うところのモンゴル族の祖先が匈奴であ
るという証明は出来ないし，たとえそうであっ
ても，この二千年以上の間に他民族との接触と
融合が繰り返されたために，双方単純には断定
できない。しかし少なくとも現在のモンゴル族
は，自分たちの先祖は匈奴であると考えている
ようである。それは《蒙古族簡史》編写組が
1985年に内蒙古人民出版社から刊行した，『蒙古
族簡史』が「匈奴史」から始まっているところ
からも分かる。
12）鮮卑は後漢の末，最も勢力を拡大したが，後数
部に分かれた。其のうち拓抜氏が六朝期を通じ
て盛んであった。五世紀後半，北魏を建てたが，
隋唐を経てその後裔は漢族に同化する。
13）張競『恋の中国文明史』1993年，筑摩書房に詳
しい。
14）俗語という概念は，定義する事が難しい。ここ
でも可成り主観的な判断によった。
15）この点については，次の拙稿三篇に詳説してお
いた。「漢民族と神話」『阪南論集　人文・自然
科学編』第34巻第４号，「漢民族と志怪」『阪南
論集　人文・自然科学編』　第35巻第２号，「神
話整理の未完成によって生じる漢民族の価値観」
『阪南論集　人文・自然科学編』第35巻第３号。
16）この点については，拙稿，「ウイグル古代史詩
『烏古斯可汗伝説』について」『阪南論集　人文・
自然科学編』第32巻第４号に記した，故事集『五
巻書』残巻，及び『伊索寓言』等の存在がそれ
を示唆している。
17）臧一氷『中国音楽史』に，この復元楽譜が掲載
されている。
18）「解」とは，節，或いは章と言う様な概念である。
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19）『史記』では「黎軒」を用い，『漢書』『後漢書』
では「犂靬」などを用いている。こうした用字
の違いは，外国語を音の上から漢字を当てた為
に，現代中国書でもよくある混乱である。
20）『漢書』，『後漢書』に記された「西海」とは一般
には地中海とされているが，『史記』の場合で，
ここでは恐らくカスピ海のことであろう。
21）『論語・爲政』に，「子曰，詩三百一言以蔽之，
曰思無邪」とある。
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